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進路の組み合わせに着目した運転整理案の自動作成 
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We assume timetable disturb by train accident, we generate rescheduling plan considering route combination.Generated rescheduling 

plan do not include superpose,and we evaluate the plan by arrange operation internal. 

 

１． まえがき 

事故や災害などが起こって列車運行に乱れが生じた

際に,ダイヤを一時的に変更して列車運行を正常に戻

す試みを運転整理と呼ぶ. 

運転整理はすべて人の手で行われてきたが,コンピ

ュータの性能向上に伴い運転整理も自動化されつつあ

る.列車運行管理システム(Programed Traffic Control)で

列車ダイヤをディジタルデータとして扱っていること

からも必要な課題と言える.運転整理案を自動作成す

るためには,運転整理の評価尺度を明確化することが

必要となるが,評価がとても困難である. 

本研究では,運転整理案の自動作成を目標としてい

る.本論文では進路の組み合わせに着目した方法と評

価について述べる. 

 

２． 進路データの表現 

2.1 本研究で使用する線路図 

線路は東葉高速線を簡略化したものである.図 1に線

路図を示す. 

線路上下にある数字のように線路にノードを割り当

てることで線路や駅の場所を表す.単位時間を 30[sec]

とし,その間に在線している区間をブロックとして分

割している. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 経路探索の簡単化 

進路は「折り返しから折り返しまで」を線路上の位

置の集合とし,処理時間を短縮する. 

予め,各グループの経過時間と経路を情報を保持す

る.例えば,図 1ではノードに沿って 

1→3→5→7・・・→57→59→61 

と探索していく所を 

1→61 

という処理に簡単化する. 

 

2.3 計画ダイヤ 

基準となる計画ダイヤを図 2 に示す.時間を横軸,場

所を縦軸に示している. 

横の値は 180分までで,3時間分の計画ダイヤである.

ダイヤが乱れた後に,この計画ダイヤの状態へ戻すよ

うに整理案を作成する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 計画ダイヤ 
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３． 運転整理案の作成と評価 

3.1 作成 

運転整理案の作成の処理の流れを図 3に示す.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 処理の流れ 

 

まず,計画ダイヤ・運転ルート・路線データを読み込

ませる.次に,事故の発生した区間のノードと運転整理

完了時刻を入力させる.2.2 により,簡略化された経路を

使用し,経路をすべて探索する.各列車ごとの経路の組

み合わせを行い,競合の確認を行う.作成された運転整

理案の評価を行う.最も高い評価の整理案を出力する. 

 

3.2 評価 

 整理案としては,利用者の迷惑は少ないものが良い

ものといえる.よって評価方法は平均運転間隔を使用

した.平均運転間隔から総平均間隔を求め,これが小さ

いほど高く評価する.これは,平均運転間隔が短いほど

駅に到着する列車の間隔が短く,待ち時間の平均が短

くなるので,迷惑が少なくなる. 

 平均運転間隔と総平均間隔は以下の式で求められ

る. 

 

                
列車の出発時刻− 前の列車の出発時刻

駅を出発した列車数− 1
           

                                            = 平均運転間隔[sec]        (1) 

 

上記の計算を今回のモデル線路内の駅全てで行い, 

 

   
各駅の平均運転間隔の合計

モデル線路の駅数
= 総平均間隔[sec]      (2) 

 

４． 結果と考察 

モデル線路において,以下の事故を想定し,整理案を

作成した. 

・事故発生時刻は図 2のダイヤにおける 10 分 

・事故の情報伝達にかかる時間は 5分 

・事故によって,全線が 20分間停車した 

・整理終了時刻は図 3のダイヤにおける 150 分 

上記の条件のもとに作成された結果の中で,最も評価

の高かったダイヤグラムを図 4 に示す. 

今回の条件下では,運転整理案が 600万通りあり, 

その中で競合のない案は 49600 通りあった. 

  

 

図 4 作成されたダイヤ 

 

評価は,3.2 の平均運転間隔を使用している.平均運転

間隔により評価されているため,駅に到着する列車の

間隔が平均的に短くなっている.しかし,列車の数や速

さが変わらず平均運転間隔が短くなっているので,他

の駅から孤立している駅,または時間のかかる駅に停

車する回数が減っているという問題がある. 

 

５． まとめ 

列車事故によるダイヤ乱れを想定し, 進路の組み合

わせに着目した運転整理案の作成を行った.競合のな

い整理案を出力し,評価を行うことができた. 

 しかし,評価では駅間が長く時間のかかる駅を避け

る整理案が選ばれてしまい,当該駅に停車しない案に

なってしまうため,他の評価方法を検討する必要があ

る.また,事故の条件を変更したとき,正常に処理が行わ

れるか,確認が必要である. 
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